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5. 止水設計の考え方の経緯 

●2002.09.03 協議 

（コンソリデーショングラウト） 

・ ダム堤敷の全般について、概ね完了していることから、現行基準により施工する。 

（カーテングラウト） 

・ 孔間隔 3m の 2 次孔までを規定孔とする。 

・ 改良目標値を深度別に以下のとおりとする。 

    Ⅰ区間(1～4 ステージ) … 改良目標値 2Lu 

    Ⅱ区間(5～8 ステージ) …   〃   5Lu 

    Ⅲ区間(9 ステージ以深) …   〃   10Lu 

  ただし、高透水部が連続する場合は、その状況に応じて追加孔を検討する。 

・ グラウト深、及び、範囲については、従来計画とする。 
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